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シーズの概要 

 
高精度の地上レーザスキャナ（３次元レーザスキャナ）を利用し、土
木構造物の辺長等を即座に把握し、土木構造物に付けたＩＣタグ等
からクラウドサーバに蓄積された履歴情報を確認するとともに、そ
の変化量をモニタリングするためのシステムです。 

概要 
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FARO Laser Scanner Focus 3D 

【特徴】 
・測定可能距離: 0.6m～最大120m 
→短距離計測向き 
・計測範囲：鉛直300° 水平360° 
・測定速度: 最大 976,000 ポイント/秒 
・範囲誤差: 最大±2mm 
・内蔵カラーカメラ：最大解像度70Mピクセル 
・レーザー：レーザークラス1 
・重量: 5.2Kg 
・計測時間：約５分～１０分 

 

FARO Scanner Freestyle 3Ｄ  

【特徴】 
・測定可能距離：0.5ｍ～3m 
→局所計測向き 
・単一画像点密度:最大45,000 点/ ㎡ 
・解像度: 0.2～1㎜ 
・レーザー：レーザークラス1 
・重量：0.98kg 

＜短距離タイプ＞ ＜ハンディタイプ＞ 



３Ｄ計測技術の特徴 
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対象物を非接触で計測できる 
⇒作業安全性の向上 

移動しながらの連続計測が可能になる 
⇒作業効率の大幅な向上,手戻り作業防止 

高効率 

安全 

可視範囲内にある対象物の３次元座標データ（ＸＹＺ）が取得できる 
⇒データ加工性向上,外業の大幅な削減 

面管理 

作業の流れ 

地上レーザスキャナを用いた公共測量マニュアル 
／平成29年3月公表 国土交通省国土地理院 

標定点の設置 

地上レーザ観測 

三次元点群編集 
 

三次元点群データ
ファイルの作成 

作業計画 

成果等の整理 

外業 

内業 

外業 

内業 

現地調査 

数値図化 

数値編集 

数値地形図データ
ファイルの作成 

品質評価 

成果品等の整理 

内業 

数値地形図作成 

補測編集 

三次元点群データ作成 

地上レーザスキャナによる観測 



シーズの概要 

 
測定対象物にレーザを照射して、距離と角度情報を取得し、３次元
座標（ＸＹＺ）を取得します。１秒間に数千～数万発のレーザを発射
して「点群データ」を取得します。 

３Ｄレーザスキャナとは 
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3D点群データ 3Dサーフェスデータ 
点群データ取得 

〇構造物の老朽化に伴う水道管計測 



想定しているニーズ対するシーズの活用 

対象とする土木構造物を、臨時点検、緊急時に地上レーザスキャナで点群デー
タを取得することにより、点群データから決められた２点間の辺長を㎜単位で測
定することができます。 
辺長等の測定を要する箇所に、金属対応のＩＣタグ若しくはビーコンを貼り付ける

ことにより、クラウドサーバの履歴データをＰＣで確認ができます。 

計測の流れ 
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土木構造物（イメージ） 

計測（イメージ） 
土木構造物の変形・歪み（イメージ） 

カラー点群 

反射強度 

1066 

辺長表示 



システム全体のイメージ 

クラウドサーバー 
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Android スマホ 

ＩＣタグ 

Windows タブレット 

地上レーザスキャナ 

辺長の変化グラフ表示 

Bluetooth 

NFC 

・ユニーク番号でタグの
位置・辺長等を管理 

ビーコン 

辺長表示 

② 

① 

① 

③ 

④ ⑤ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwij56T4me_KAhVElKYKHVkwAwQQjRwIBw&url=http://free-illustrations.gatag.net/tag/%E5%9C%B0%E7%90%83?ssort=__reaction_buttons_5________________-pm&sdir=desc&psig=AFQjCNGQOvH5cVnlsxRCFkCjkCzcVwgIxA&ust=1455262435053922
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.pg-direct.jp/blog/wp-content/uploads/2014/08/win_file_server.jpg&imgrefurl=http://www.pg-direct.jp/blog/?p=5865&docid=0b2Yps0n5uNj3M&tbnid=yrxCTc2bh-zDhM:&w=450&h=400&ved=0ahUKEwjNwcG9mu_KAhXmFaYKHXmjDG0QxiAIAg&iact=c&ictx=1
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://files.softicons.com/download/system-icons/colobrush-icons-by-eponas-deeway/png/128/database.png&imgrefurl=http://www.softicons.com/system-icons/colobrush-icons-by-eponas-deeway/database-icon&docid=lCfptw6STSM_IM&tbnid=cpNKNvowXrGdJM:&w=128&h=128&ved=0ahUKEwj4pYKynO_KAhWFg6YKHUyGBrUQxiAIBygF&iact=c&ictx=1
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://t.pimg.jp/003/909/865/1/3909865.jpg&imgrefurl=https://pixta.jp/illustration/3909865&docid=5QpeaY0YRV1yJM&tbnid=ZAQAfl7AEigpkM:&w=450&h=468&ved=0ahUKEwjA_pX6nO_KAhWDGKYKHenZB1wQxiAIBygF&iact=c&ictx=1


現場導入による効果 

既存の土木構造物の辺長をｍｍ単位で知ることができ、また、その
変化量をリアルタイムに確認することができます。 
 
老朽化が懸念される土木構造物の定期的なモニタリング、臨時点
検においては迅速に変状が把握できます。 
 
現地の土木構造物に設置した、ＩＣタグ、ビーコン、クラウドサーバ
により、履歴管理と変化量の確認が容易にできます。 
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現場導入にあたっての課題 

 
地上レーザスキャナの長時間の電源確保。 
ＩＣタグ、ビーコンの効果的な取り付け位置、活用方法。 
インターネットを利用できない場合の履歴管理の確認？ＳＤカード
等を利用した際の運用の検証が必要。 
計測の信頼性確保の仕組み。計測回数、格差・・・ 

 
 
 
 
 
 

当該技術を現場導入する上での課題等 
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現状はWindows版ＰＣしか利用できないので、他のデバイスの対応
が必要になります。 
点群の反射強度を利用した土木構造物の性状の分析等の開発。 
利用目的に応じた３次元データの計測密度の検証。 

今後の技術の発展性等 
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ご清聴ありがとうございました。 

３Dデータ 
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